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は「字は語素文字と言ってもよ L 、 j とするに留めている。







節機能に特化して用いられ、中国語の多くの一般語棄に見られる l 漢字(音節) = 1 語素という関
係が消滅し、複数の漢字からなる文字列(複音節) = 1 語素= 1 詞という関係が成立している点に














































持" )、 (2) 清潔さと快適さを連想しやすい漢字(“浩、培、託、膏" )、 (3) 化粧品の場合には締麗











a. 学習基本語葉の場合、字-語素・詞の 3 者はどのような関係を持っているか。
b.学習基本語葉のうちの合成語の場合、語構成上、どのような基本的特性が措定できるか。

































(4) 上記 (2) および (3) の分析の結果を(1)の分析結果と対照し、外国固有名詞の音訳表記語
構成特性上の基本的特徴を検討した。
3.3 中国語コーパスについて
前節 (2) と (3) の分析にあたっては、外国固有名詞に使用された漢字の中国語の全般的な使用
形態における使用状況を明らかにするために、中国語コーパスを使用した。具体的には、一般に公
開され入手が容易な「ランカスター大学標準中国語コーパス J (Lancaster Corpus of Mandarin 
Chinese 以下、 LCMC と呼ぶ)を用いた。
LCMC は均衡・品詞タグ付きコーパスであり、本研究の目的に合致した性格を備えている。コー
パス作成に用いられたテクストは 1991年前後に発表されたものである。全体ののベ語数 (token)







級詞の使用漢字800字は『大綱J が定めている甲級漢字800字と 3 項目(輔、涛、桔)を除いて重なっ
ている。 (4) 甲級詞を構成する字と語素について、 (a) 成詞語素と不成詞語素別で見ると、成詞語
? ?






































(+ /1) (+ /0) 
中国人名の姓 中国人名の 2 字の名1








(ー /1) (一 /0)
固有名詞での
使用傾向が l 字= 1 語素= 1 詞の漢字 l 字宇 l 詞の漢字
盟主 (束性関係使用漢字)
曾銭万若塞多里比黒盆蓋派 厄仙夢招什希貢普策基格推































































表 4 にある I 群及びE群の漢字を示したものは表 5 である。
























ケース 2 2 つの一般語葉を跨っているもの
a. <動詞+ 1 詞> 例:向tff b. く量詞+ 1 詞> 例:十沃
c. く虚詞+ 1 詞> 例:辻担 d. く人称代名調+ 1 調> 例:体盃
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論文審査の結果の要旨
本研究は、中国語語葉教育に資するために、中国語で音訳表記された外国固有名詞の特徴に関す
る基礎的知見を得ることを目的としている。背景には、同じ外国固有名詞でも原語、中国語、日本
語の間で表記と発音が大きく異なるがために意思疎通の阻害が生じる経験を執筆者自身が体験して
きたことがある。日常生活、学術活動などのさまざまな場面で、ある種の固有名詞を理解できない
ことはその話者の常識の欠如を示すと捉えられる場合がある。しかし書記体系と音韻体系が大きく
異なる言語の間で学習者が固有名詞を適切に扱えるようになるには困難が伴う。
日本語でのカタカナ表記とは異なり中国語における外来語音訳表記には漢字が用いられるが、そ
こでは表語素表音節文字である漢字の表語素機能は後退し、一般語葉の構成漢字の間に見られる意
味上の繋がり(緊性関係)が消え、意味上の関係のない繋がり(散性関係)を持った漢字文字列が
作られる。本論文は、この衆性関係と散性関係の発現のしかたについて、中国語基本語葉、外国人
名・地名および海外ブランド名の音訳表記を対象として分析したものである。
その結果、外国人名・地名および海外ブランド名の音訳表記に特徴的な表音節機能に特化する傾
向の強い漢字群が存在すること、一方で日常的によく使われる基本漢字が音訳表記でも重要な比重
を占めること、音訳使用漢字の規範化がなされている外国人名・地名に対して海外プランド名の場
合には佳字および基本漢字の多用が顕著に見られること、海外ブランド名の場合には音節数が原音
のそれに近づく傾向があることなどを本論文は明らかにしている。
外国固有名詞の音訳表記に特徴的な漢字の存在は従来から指摘されていたが例示にとどまってお
り、具体的なデータを提示し得たことは本論文の貢献である。また、固有名詞音訳表記における基
本漢字の使用ならびに外国人名・地名と海外ブランド名の音訳表記に見られる違いに関する知見の
多くは本論文が新たに提出したものである。
本論文の分析対象は限定されており、そこで提出した知見はさらに多くのデータを用いて検証さ
れねばならない。しかしながら一般語葉の表記との対比における外国固有名詞音訳表記の特徴につ
いて、本論文は研究の手法も含め中国語学および中国語教育学の分野への重要な貢献を果たしてお
り、執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。
よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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